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えば大辞林（三省堂）では ①物の善悪 ・美醜などを考え， 価値を定めること。②品物の値段
を定めること。また，その値段。③物の値打ちを認めてほめること。となっている。今や，こ
の日常語の 「評価」を教育測定に流用し， 一般化した勢いは抗すべくもない。 私は， その測定

































































（学生157）私の中学や高校では SSを使っていました。中学の時は， SSは学年全体で， 5段
階評定はクラスで、だ、ったので，2年生のときに，いやなことがありました。社会なんですが，


















(A) （前略） 1923年頃に，マツコール （McCalW. A）の提案でおの尺度は生まれました。
標準検査のおの誕生です。私は教師が誰でも SSを出せる実用的な方法の開発に成功して，






























































































説 黒 接 理 カ熱
























































にあたって，自ら努力しま したか。 2 3 4 5 
(2）あなたは綬業で静かに聴く努力をしま
したか。 2 3 4 5 
牢教師への評価
(3）説明が適切で，まとまった授業でした









自己点検・評価活動の展開」というセミナーで， ケ スー ・スタデイとして学長が報告する。そ
















































































































































まとまった授業でしたか 113 45 
2 教師は授業をj青粛に保つ 92 129 
努力をしていましたか 134 47 
3 教師は授業を興味深くす 101 137 
る努力をしていましたか 135 50 
4 教姉の話 し方は明瞭で聞 99 121 
き取りやすかったですか 136 50 
5 資料や黒板などが効果的 100 121 
に活用されていましたか 117 48 
6 あなたにと って，この 99 117 














18 30 3 4 
42 7 3 。
20 13 3 4 
19 5 5 。
11 9 2 。
22 2 1 。
13 24 3 1 
19 2 3 。
7 18 7 6 
38 4 3 。
11 22 5 7 
23 12 2 
5 2 1 平均
つめたい I 6.67 
暗い I 5. 97
悲しい I 6.39 
がっかり I 6.45 
大きらいな I5. 95
きびしい I 6.36 
閉じている I5.99 
浅い I 6.C8 
大切でないI6. 39 
つまらない I5.88 
不便な I 5.50 
不要な I 6.43 
体育コース 115I初等教育 146
養護コース 158I看護教員 52 
あまりよくない よくない 平均。。。。4.79 4.74 。。。。4.66 4.87 。。。。4.77 4.86 。。。。4.82 4.90 
1 。。。4.84 4.94 。。。。4.85 4.96 。。。。4.83 4.82 。。。。4.84 4.96 



































〉 6.06 ,. 6.53 























































図6 授業改善アンケー ト 平均のプロフィーノレ
2年教育方法論 1994. 1 
























































































.¥ . / 158名（164)
（ ）内は 受講者数
図7 授業改善アンケー ト 平均のプロフィ ーノレ
1994. 7 










































































































































〈観点〉 1 教員配置の状況 2 授業の内容 ・方法・成績 3 大学の個性






〈集計・製表の仕方〉 1 集計表 別項2 ※「期待される状況」は最初なので適宜に設定
2 期待される状況とのずれの検討 ※百分率の推定及び検定法の活用
〈企画上の留意点〉 1 なるべく簡単にする。そのため今回は各観点毎に 1問とする。
2 各間とも選択肢方式（A）と記述方式（B）を併用する。
3 逐次継続して実施する場合の調査法の改善（＜C2＞）も考慮する。
別項l ｜北海道女子短期大学 初等教育学科の教育を改善するための調査（設問案） ｜ 
学年（ ）組（ ）番号（ ）氏名 （ ） 
この調査は，標題の目的の為のものです。 心を込めて書いていただくため記名をしていただきますが， (1）名
前は公表されることはありません。（2）成績には一切関係ありませんので，思うままにおかき下さい。
1 皆さんの教育は，常勤の先生（教授 ・助教授 ・講師・助手等） と講義の時だけ来て下さる非常勤講師と
事務や用務をして下さる職員でなされています。それについて考えて下さい。
(A) この先生に学べてよかったと思える先生がいますか。Oをいれて下さい。











士 金 木 水
・上記以外のもの（例えば退屈に感じ， 講義が早く終わればよいと感じていたもの） ム
その記入した時間割りを見て，記号の個数を数え，それぞれその数を書いて下さい。






































期待される状況 年 2 年
l年%。2年% 人；（%） 人 ；（%）
いる 65 75 
とちらともいえない 30 20 
いない 5 5 






( ( 1) 集計者が考えた教員配置改善の意見




期待される状況 1 年 2 年
。の数












(A) 学園のモァ トー 「明るく，正しく，らしくJをとの程度生かしているか
期待される状況 1 年 2 年










142 荻野 ：ともに学ぶ教育学 （その7)
( B 1) 「この短大でよかったと思えること」を書いている。
期待される状況 1 年 2 年
｛蒲 考
l年%：2年% 人：（%） 人 I(%)
2件以上書いている 10 20 
lf牛は書いている 60 60 
書いていない 30 : 20 
計 100 ' 100 
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教育方法の実技論集 , P.17-26，学術図書出版社， 1992年
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